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研究成果の概要： 植物考古学的な手法により縄文時代と弥生時代遺跡の農耕地雑草の出土種

類数を調べ，その種多様度を比較した。その結果，水田稲作農耕を受け入れる以前の縄文時代

遺跡よりも，水田稲作農耕を受け入れた後の弥生時代遺跡の方が植物の多様性が高かったこと

が具体的に示された。 
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１．研究開始当初の背景 
 日本列島における植物の種多様性は、縄文
時代から現在に至るまでの約 1万年もの間に、
人間との係わり合いの中で変化してきた。縄
文時代におけるクリやトチノキの半栽培や
森林管理、焼畑農耕による火入れの影響、弥
生時代以降の水田稲作の導入など、人間の土
地利用や生業の変化に伴って、地域の植生は
種類組成を変化させながら現在に至ってい
る。このような縄文時代以降の植物の種の多
様性の変化を明らかにすることは、現在の日
本列島のフロラ形成プロセスを解明するだ
けでなく、地域の生物多様性の保全や、人と
自然との関係を模索していくうえで重要な

課題である。 
 
 
２．研究の目的 
縄文時代以降の森林利用や農耕の影響が

いかに日本列島のフロラ形成に影響を与え
てきたのか、特に農耕の伝播に伴う１年生雑
草の増加が植物群落の種多様性にどのよう
に影響したのかを、日本列島のいくつかの考
古遺跡を例にして、植物化石分析によって明
らかにする。特に、水田稲作導入以前の縄文
時代と水田稲作導入後の弥生時代の遺跡で
農耕地雑草の種類組成を比較することで、種
多様性がどのように変化したのかを明らか



にする。そのために、まず、（１）現在の水
田を利用して埋土種子群集と現植生の比較
を行い、遺跡から出土する植物化石群集が過
去の農耕地周辺の植物種多様性をどの程度
反映しているかの評価を行った。これをふま
えて、（２）縄文時代と弥生時代の遺跡から
出土した植物化石のデータをまとめて、農耕
地雑草の多様性変化を明らかにした。 
 
 
３．研究の方法 
 （１）神奈川県三浦郡葉山町の谷戸田、埼
玉県入間市西久保の谷戸田、滋賀県守山市の
沖積平野の水田を対象に、植生調査と埋土種
子調査を実施した。それぞれの水田に 1m×1m
のコドラートを、地形を考慮して 10～20 ヵ
所ずつ設置した。そこから 100cc ずつ表層土
壌を採取し、あわせて出現した植物の種数と
被度を記録した。採取した表層土壌は 0.25mm
メッシュの篩で水洗し、実体顕微鏡を用いて
出現した植物遺体をすべてピックアップし、
種類の同定を行い、計数した。 
（２）縄文時代遺跡として、千葉県堀之内

遺跡、石川県中屋サワ遺跡で発掘調査を実施
し、弥生時代の遺跡として、三重県筋違遺跡、
滋賀県下之郷遺跡で発掘調査を実施した。こ
れらの遺跡から得られた遺跡土壌試料を層
位ごとに 100cc ずつ 0.25mm メッシュの篩で
水洗し、実体顕微鏡を用いて出現した植物遺
体をすべてピックアップし、種類の同定を行
い、計数した。また、これらの遺跡だけでな
く、これまでに植物遺体分析が実施された遺
跡の報告書を収集し、そこに記載されている
データも利用して多様性変化の評価を行っ
た。 
 
 
４．研究成果 
 （１）現在の水田で現植生と表層土壌の埋
土種子を比較した結果、埋土種子群集は現在
の水田雑草や周辺植生をよく反映している
ことが明らかになった。周囲を森林に囲まれ
た小規模な谷戸田では、周囲の森林からの植
物遺体が大量に水田内に堆積するが、水田の
片側だけ森林に接する大規模な谷戸田では、
森林に接する地点のみから森林要素の植物
遺体が出土した。これは、水田遺構内の植物
遺体群集が、水田だけでなく、周囲の森林の
様子をも反映することを示している。さらに、
水田雑草や畦畔雑草はそれぞれの立地によ
く対応して出現することが明らかになった。
例えば水田雑草のコナギやテンツキ属は、水
田中央部での出土割合が高く、畦畔雑草のオ
オバコ、トウバナ、ヘビイチゴなどは畦畔で
多く出土する傾向があった。このことは、遺
跡の水田跡等から出土する植物遺体群集は、
その当時の植生をよく反映することを示し

ている。これらの結果を総合すると、現植生
77種のうち、52種が埋土種子から確認され、
およそ 80％を反映していることが明らかに
なった。 

 
（２）上記の結果を踏まえ、縄文時代と弥

生時代の遺跡から出土した植物遺体の種数
を比較した結果、縄文時代遺跡では 7遺跡の
合計で 169 種が記録され、弥生時代遺跡では
6 遺跡の合計で 249 種類が記録された。木本
と草本の割合をみると、縄文時代では比較的
木本の種類が多いのに対し、弥生時代では木
本の種類が減少し、代わって草本の種類が急
激に増加していた。このように縄文時代で木
本の種類が多いことは、木の実の採集やクリ
やトチノキの半栽培が行われていた縄文時
代の、森林に依存する食糧獲得戦略を反映し
た結果だといえる。一方で弥生時代に木本の
種類が減少し、草本が増加することは、この
時期に伝来した水田稲作農耕の影響だと考
えられる。 

 
一年草と多年草の割合で比較してみると、

縄文時代と比べて弥生時代では、一年生草本
の種類が増加していたことが明らかになっ
た。これは、弥生時代に取り入れた「水田」
という新たな土地利用形式によって、集落周
辺の撹乱環境が増加し、そのような撹乱環境



に適応した一年生草本が増加した結果であ
ると見ることができる。 

 
以上のように、弥生時代では水田稲作農耕

を受け入れることで撹乱環境が増加し、この
ことにより、結果的に縄文時代よりも植物の
種数が増加していたことが明らかになった。
近代の大規模機械化農業は、農耕地雑草の多
様性を消失させようとしており、最近は、農
業が環境を破壊するとまで言われているが、
実際に日本列島で農業を開始した時点、水田
稲作農耕を受け入れた時点では、集落単位に
おいては、逆に植物の多様性は増加していた。
この事実は、農業自体が多様性を損失させる
ものではなく、ある程度の中規模撹乱であれ
ば、高い多様性を維持しながら農業を営むこ
とができることを示している。   
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